
，、，　．／聯．．灘　墨　　’

∵憎　尋　　　　lkmo寒
1♪91蓑パ〆

．　　　　r　椒『「金よ」1クーう　：・sのぞむ t　指陣台とフンテ．「一

ロケット研究の力強い第1歩が踏み出された．これは4月に国

分寺て行われたペンシル・ロケット飛翔実験の記録写真である．

　　　　　　　　　令　ランチャー（発射台／とターゲット（電気標的）

右側のラン≠†一から発射さS，L　？：ロケットは左側の紙のターゲヅトを突き破って進む．

写真撮影のための照明ランプが手前に見える．高速慶写真とな一ゲットによ．tて飛翔時

の速度・安ラヒ・陸・運重加生。スビン等が温1】定さオしる・

イト　’ぐンシ君・ロケ．vトをう｝解Lたと．二ろ．
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金　プロペラント　燃料は固体燃料で重さは13gr．



指揮台

　複雑で危険な多くの操f？や精薯

「　定を必要とする二の飛翔実験を口

Lこ薩イTtt・1tるた．め｝こ，　宿卜云定階の巧

完rを指示するランプが順次左む

（iへ点いて口き，最後にロケット

．料を点火するスイッチが入．1しら’t．

仕組になつ．：いる・

　発身ナコ：L．’ニロ’fソト｝二うまくヌ

ミン7｛，・含幽♪トC：窒気標的からdi

uμクラ7］6よび高速度ヵメラを

動さ．／fるのに苦心がはらわ著．した．

イ＞　Fastax　高速ff1カ　メ

謂：燈麗’
　する．占上ぱ高連度カ

　メラのリレーel］1’i置．
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仙駒義・

合　実験場内の微小気流の風向や風速’i：測足する

　　ための微風計．左は指示器で右はピ．ノクアソ

　　フ゜．

ぐコ　ランチャーく発射台）の設定方向に各tr　Hゲヅトの

　　センターを正確に合わすためにトラン／ットで毎回

　　測定する．
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ベンシル・ロケットの飛翔状況（11
　16mm　Fas・aX　I而速度カメ「，使用、撮3多速度5・000藤II　fノ
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ペンシル・ロケットの飛翔状況〔21
　1．6mm　Fastax　葭1速．童ヵ　くラf更用，　撮景多速度5，0QO商1！1’君少
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